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平成二八年度
　
哲学教室彙報
学事日程
二〇一六年
	
四月六日
	
ガイダンスおよび新入生歓迎会
	
一〇―一二月
	
修士論文・卒業論文中間発表会 （木曜日三・四限 「哲学討論」 にて順次開催）
二〇一七年
	
三月二 日
	
卒業・修了パーティ
卒業論文
岸田
　
竜吾
	
概念のあり方について
早瀬
　　
萌
	 『ニコマコス倫理学』 において子供は幸福と言えるか
李
　　
晨薇
	
自由論――幸福な市民 なるため―
修士論文
寺田
　
吾朗
	
エピクロスにおける死の恐怖の除去と他の精神的苦痛の除去
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教員の業績
	
大芝
　
芳弘
［学会発表］ 「
H
oratius,	C
arm
.	2.16	O
tium
divos 」 、 フィロロギカ （古典文献学研究会） 第一五回研究集会 （於
	 成城大学） 、
二〇一六年一〇月一五日
岡本
　
賢吾
［ワークショップ提題］ 「 「構造の可能性」 としての数学的真理」 、科学基礎論学会二〇一六年度総会と講演会 （於
	 埼玉
大学） 、ワークショップ 「数学における真理の絶対性と相対性」 、二〇一六年六月一九日［ワークショップ提題］ 「なぜポスト・カント論理哲学を再評価するか」 、科学基礎論学会二〇一六年度研究例会（於
	 東京大学駒場キャンパス） 、ワークショップ 「カントの論理思想の現代性――一九世紀論理哲学再考１――」 、
二〇一六年一一月五日
　
［シンポジウム提題］ 「数学の外と内における時間――ウィトゲンシュタインの 「像」 概念の展開に向けて――」 、シンポジウム「これからのウィトゲンシュタイン――刷新と応用――」 （於
	 慶應大学日吉キャンパス） 、第四シンポジ
ウム 「計算すること、従うこと」 二〇一六年 二月 八日
	
	 ［シンポジウム提題］
“M
athem
atical	N
ecessity	and	P
ossibility	from
	K
ant	to	F
rege	and	W
ittgenstein ”
日仏合同シ
ンポジウム「
W
orkshop	 “P
hilosophy	of	L
ogic	and	M
athem
atics:	T
ow
ards	P
hilosophy	of	P
roofs ” 」 （於
	 慶應大学三田
キャ パス） 、二〇一七年一月一二日
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石川
　　
求
［翻訳］ Ｅ・トゥーゲントハット／Ｕ・ヴォルフ著、鈴木崇夫／石川
　
求訳、 『論理哲学入門』 （ちくま学芸文庫） 、
二〇一六年一一月［書評］ 牧野英二編著 『東アジアのカント哲学――日韓中台における影響作用史――』
	( 法政大学出版局、 二〇一五年） 、
『日本カント研究』 第一七号、二〇一六年七月
松阪
　
陽一
［学会発表］
“R
eference	and	P
attern	R
ecognition:	A
	M
etasem
antic	Study, ”	L
ogic	and	E
ngineering	of	N
atural	
L
anguage	Sem
antics	13	 （於
	 慶応大学日吉キャンパス） 、二〇一六年一一月一四日
［シンポジウム提題］ 「規則とパターン：後期ウィト シュタインの洞察」 、日本科学哲学会第四九回 （二〇一六年）大会シンポジウム「人工知能の哲学：知能の理解と実現に挑む工学と哲学の対話」 （於
	 信州大学松本キャンパス） 、
二〇一六年一一月一九日［講演］
“T
he	R
eference	of	P
roper	N
am
es	and	P
attern	R
ecognition, ”	R
eed	C
ollege	(P
ortland,	O
regon) 、二〇一七年
三月三日
小池
　　
登
［学会発表］ 「アイスキュロス 『ペルサイ』 九三―一〇一
	 行について」 、東京都立大学哲学会第四〇回研究発表大会 （於
	
首都大学東京） 、二〇一六年七月九日
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木田
　
直人
［学会発表］ 「マルブランシュにおける自己愛と純粋な愛］ 、哲学会第五五回研究発表大会（於
	 東京大学） 、二〇一六
年一〇月二九日
井原健一郎
［論文］ 「デカルトの循環 （八） 」 、首都大学東京人文・社会系編 『人文学報』 第五一三―八号 （本号） 、二〇一七年三月
